
　インスタ隊の隊長として、東部エリア
に取材へ行ってきました。朝市で購入し
たサツマイモを天ぷらにして味覚を堪能

したり、満開のひまわりに埋もれて撮影し
たり。今回発見した東部の魅力をこれか
ら市のインスタでお届けしていきます！ 編集者 S

ダイナミックなプレーに観客熱く

　穂谷では10月中旬になると合計約2.4haの畑に
約80万本のコスモスが咲き誇ります。今年はコ
スモス畑の一角に、縦約60ｍ・横約30ｍの畑に
高さ1.7ｍ以上もあるコスモスが植えられたコス
モス迷路が出現。子どもたちが穂谷の豊かな自然
に誇りを持てるようにと地元農家の南光男さん
（76歳）が作りました。生駒市から家族で訪れた
鈴木栞太さん（８歳・写真）は「迷路は好きだけ
ど難しいのは苦手」と話しながらも、ゴールでき
た喜びに笑顔を見せました。

　9月19日、バ
スケットボール
カーニバルが
KTM河 本 工 業
総合体育館で開
催され、無料招
待された市民ら
1200人が来場
しました。大阪
エヴェッサと滋

賀レイクスのプレシーズンゲームでは、後半中
盤、追いかける展開となったエヴェッサのアイラ
選手のダンクシュートが決まると会場はヒートア
ップ。最後のワンプレーまで結果が分からない試
合に、来場した中嶋大樹さん（11歳）は「こん
な目の前でダンクが見られるなんて」と満足した
様子でした。

プロのダンクに1200人が沸く
自然豊かな地元を誇りに

市在住の袖山さんが青年海外協力隊に

ボリビアで看護師として貢献

秋の穂谷でコスモス迷路

　看護師の袖
山ともよさん
（38歳・写真）
がJICA海外協
力隊として11
月から２年間、
南米・ボリビ
アの病院に派
遣されること
になり、９月
12日に市役所

を訪問しました。大学時代に留学しスペイン語を
習得。約２年の社会人経験後、小さい頃からの夢
だった看護師免許を取得し、現在は国立病院機構
災害医療センターに在籍しています。袖山さんは
「語学力と９年間の看護師経験の両方を生かし現
地の看護体制に貢献したい」と語りました。

社歌コンテスト投票にご協力を

投票期間
11月4日㈮〜18日㈮

（「この街が好き」メイン版盆踊りバージョン動画より）

社歌コンテストの
詳細はこちら▶

１日１票で最優秀賞！

　NIKKEI全国社歌コンテスト2023に、市テーマソング
「この街が好き」メイン版の盆踊りバージョンで出場し
ています。会社や団体の歌で競うもので、審査員審査の
ほか一般投票も行われ、入賞すると新聞に掲載されるな
ど枚方を全国にPRできるチャンス。１日１回投票可能で
す。ぜひご協力をお願いします。
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「表情を魅せるもみじ」

　今月号の表紙写真は、藤阪北町在住の
松下美名子さん（37歳）が平成29年11月
に撮影。「山田池公園に紅葉を見に行った
時に撮った１枚。グラデーションのもみ
じを見ながら冬の訪れを感じました」。

1

総合スポーツ
センター

山田池

出屋敷
交差点

山田池公園

もみじ谷

●菖蒲園

自慢の写真・イラストが表紙に!?
　枚方の風景などをテーマにした写真・イラ
ストを大募集。▶応募　メールまたは市ホー
ムページの専用フォームに住所・氏名（ペンネ
ーム希望の場合はペンネームも）・年齢・電話
番号・メールアドレス、作品の説明・題名を書
いて作品データを添付し広報プロモーション
課（kouhou@city.hirakata.osaka.jp）へ。
詳細は市ホームページ参照。
　※応募作品は市公式フェイスブックやイン
スタグラムで公開します。

「秋は栗ごはんがおいしいですね」とお客さんと
笑顔で会話をしながら手際よくハサミを動かす。
「それぞれのお客様の背景や気持ちに寄り添いなが
らカットやメイクをさせてもらっています」。
小さい頃から髪をさわるのが好きで、高校卒業後
は美容院に勤務しながら通信制の専門学校に３年間
通い美容師資格を取得。「ハードでしたが、先に美
容の現場にいたのは大きかったですね」と振り返る。
25歳で独立して以降、ブライダル中心に仕事を

していた中、祖母の認知症が悪化。スカーフが好き
でおしゃれだった祖母がいつ何を食べたのか忘れ、
寝間着のまま外出しショックを受けた。このままで
は良くないと感じ祖母に口紅を塗り、髪を整えてあ
げて一緒に出かけると「おばあちゃんがありがとう
と涙を流して言ってくれて、それから少しずつ自分
のことを自分でするようになってくれたんです」。

美容がその人の生活の質を上げることにつながると
確信した。介護美容の専門学校で学び直し、介護初
任者資格も取得。高齢者施設などに出向いている
が、苦戦することもある。ニット帽をかぶり、髪を
何年も切らずにいた90代の女性がカットを拒絶。先
にハンドマッサージで和んでもらい「かわいくしま
すよ」と話したら「切ってもええよ」と応えてくれ、
短くなった髪を見て笑顔になりニット帽を手放し
た。施設の職員との対話も活発になったと知り「心
を動かすことができ、本当にうれしかったですね」
社会で活躍する女性を発掘する大会ビューティジ

ャパンに出場し美容と介護の必要性を訴え、ファイ
ナリストとして11月に開催される全国大会への出
場が決まった。「子育てしながらでも女性が活躍で
き、介護美容のことを知ってもらえるきっかけにし
たいですね」。家族の応援を受け、大舞台に挑む。

曽田 葵さん

◆そた あおい　カットやメイクを高齢者に施す
介護美容に力を入れる。社会で活躍する女性を発
掘する大会・ビューティジャパンの今年のファイ
ナリスト。２児の母親としても奮闘中。山之上北
町在住。35歳。

介護美容師として活躍
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